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１ 統括的報告 

 

（１）事業実施状況 

昨年度に引き続き、札幌コンベンションセンター条例における設置目的を理解しその

実現に向けた取り組みを行った。 

・国際会議の誘致を積極的に実施し、2025年以降の会議誘致に成功した。 

・札幌国際プラザとの連携を図り、ビッドペーパー作成に協力した。 

・ホームページについてウェブアクセシビリティ「JIS X 8341-3：2016」の 2024年

度末試験を実施し、引き続き AA準拠を達成した。 

・設備維持管理においては、前年度同様通常清掃に加え、センター美化活動を行い、施

設全般の清潔さを維持・向上した。 

・感染症予防対策において国際的な衛生基準を満たした施設として、『GBAC(ジーバッ

ク) STAR Facility Accreditation (GBAC STAR™認証) 』を継続して取得した。 

・LEED認証取得に必要となる調査を実施した。 

 

（２）平等利用確保の取組状況   

法令を遵守し、公正・公平な運営に努め、施設の平等利用の徹底をした。また、ホーム

ページにおいては、主催団体より公開許可を得られた催事情報を公開した。 

 

（３）省エネルギーに係る業務報告及び環境配慮の取組状況報告 

＜省エネルギーに係る業務報告＞ 

ア ガス使用量について 

・年間ガス使用量は、前年比 242％となった。 

・夏季間（7月～9月）は、各種省エネ対策による冷房負荷の低減と、設備機器稼働

時間の調整により削減に努めた。 

・冬季間（12月～3月）は、省エネ対策を実施、暖房負荷の低減とロードヒーティン

グの運転時間の調整等により削減に努めた。 

イ 電気使用量について 

・電気使用量は、前年比 152％となった。 

・こまめな調光による照度調整により電気使用量の縮減に努めた。 

ウ 水道使用量について 

  ・年間水道使用量は、前年比 152％となった。 

・年間を通して水量調整弁による水量調整、漏水点検等により削減に努めた。 

※2023年度は 10月から 3月まで休館していたため、ガス・電気・水道の年間使用量

は、前年比では大幅な増加となった。 
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＜環境配慮の取組状況報告＞ 

以下の取り組みを昨年度に引き続き実践した。 

ア. 使用エネルギー量の削減 

・こまめな消灯や電源 OFF、室温調整等 

・設備機器の点検整備 等 

イ. ごみ排出量の削減等 

・コピー用紙裏面の再利用 

・保管資料の電子化 

・利用申込書のデータ送付 

・ゴミの分別の徹底 等  

ウ. 大気・土壌汚染防止、二酸化炭素排出量の削減 

・公共交通機関の積極的利用 

・取引業者車輌へアイドリングストップの要請 

・環境配慮型資機材の採用 等 

  エ．エコキャップ運動 

    ・ごみ排出量の削減と社会貢献のため、館内にペットボトルキャップ回収ボックス

を設置した。 
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２ 統括管理業務の実施内容   

 

（１）管理運営組織に係る状況報告 

ア．統括責任者の配置、組織整備の状況 

組織整備において、統括管理運営を代表団体㈱コンベンションリンケージ、施設管理

を構成団体㈱東洋実業と業務分担をして組織し、管理運営を行った。第一期目の指定

管理者受託時より継続して、代表団体である㈱コンベンションリンケージより統括管

理責任者を 1名配置し、管理運営に精通した体制を取ることができた。 

 

イ．従事者の配置状況 

前年度同様、以下の部門に各従事者を配置した。 

・統括部門・催事部門・管理部門 

 

ウ．人材育成・研修状況 

    <職員に対する研修実施結果> 

1） 4 月 設備業務研修 

2） 5 月 設備業務研修 

3） 6 月 設備業務研修 

4） 7 月 警備員教育（法定）、清掃業務研修（法定）、設備業務研修 

5） 8 月 設備業務研修、省エネ研修（館内主要設備機器類について） 

空調システム特性を理解する省エネ講習、テロ対策講習 

6） 9 月 自衛消防訓練、設備業務研修 

7） 10 月 設備業務研修 

8） 11 月 清掃業務研修（法定）、設備業務研修 

9） 12 月 設備業務研修 

10）1 月 設備業務研修 

11）2 月 警備員教育（法定）、設備業務研修、英語接客研修、 

施設顧客満足向上研修、Web アクセシビリティ JIS X 8341- 3:2016 研修 

12）3 月 設備業務研修、非常用設備取扱研修 

13）4 月～3 月 人材育成・マネージメントの管理者育成研修（年間 10 回） 

14）4 月～3 月 ＭＩＣＥ誘致・営業研修(年間 50 回) 

 

エ．労働関係法令の遵守、雇用環境の維持向上 

・ 関係法令を遵守し、必要な届出は監督官庁に行なった。また雇用環境の維持・

向上に努めた。 
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（２）管理水準の維持向上に向けた取組 

＜情報共有、業務の見直し等の組織的な取組＞ 

・共同事業体の定例会議のほか、実務者全体会議、グループ会議等を最低月 1 回定期的に

行い情報共有および改善事項・依頼事項等の意見交換を通して、業務の向上に努めた。 

 また組織横断的な各種委員会により業務改善ならびに情報共有の一層の強化をはかった。 

 

（３）第三者に対する委託の状況   

・以下の業務について委託を行い、業務遂行した。 

 

＜第三者に対する業務委託一覧表＞ 

業務内容 再委託先 

レストラン運営業務 ㈱グランビスタホテル＆リゾート 

舞台技術業務・音響映像保守点検 ㈱シーエーブイ 

舞台装置保守点検 三精テクノロジーズ㈱ 

舞台照明保守点検 丸茂電機㈱ 

電動椅子保守点検 ＫＳＳ㈱ 

ＬＡＮ設備保守点検 ﾊﾟﾅｿﾆｯｸｼｽﾃﾑｿﾘｭｰｼｮﾝｽﾞｼﾞｬﾊﾟﾝ㈱ 

会議室表示システム・ＰＨＳ設備保守点検 ㈱エクシオテック 

簡易専用水道検査 日本衛生㈱ 

水質検査（飲料水・給湯一部） 日本衛生㈱ 

受水槽・貯湯槽・雑用水槽他清掃 日本衛生㈱ 

排水管・雑排水槽・汚水槽・ｸﾞﾘｽﾄﾗｯﾌﾟ清掃 日本衛生㈱ 

パントリー除菌衛生業務 日本衛生㈱ 

水処理装置点検 ㈱エスケイオーシステムサービス 

滅菌装置点検 東西化学産業㈱ 

地下タンク漏洩検査、水質検査（一部） ㈱環境リサーチ 

防虫防そ業務 ㈱シー・アイ・シー 

ＧＨＰ保守点検 北海道ガス㈱ 

ＥＨＰ保守点検 三菱電機ビルテクノサービス㈱ 

吸収冷温水発生器保守点検 パナソニック産機システム㈱ 

空調自動制御保守点検 ジョンソンコントロールズ㈱ 

中央監視装置保守点検 東芝電機サービス㈱ 

温水ヒーター整備 ㈱オーク 

自動ドア保守点検 フルテック㈱ 

エレベーター保守点検（センター・立駐） ジャパンエレベーターサービス㈱ 

エスカレーター保守 ジャパンエレベーターサービス㈱ 

消防設備点検（総合・機器点検） オクトエンジニアリング㈱ 

防火対象物定期点検 オクトエンジニアリング㈱ 

直流電源装置点検 ㈱北海道ジーエス・ユアササービス 

非常用発電機点検 ㈱札新機器サービス 

駐車場官制設備保守点検 ㈱カズサッポロ 

構内交換機設備保守点検 北第百通信電気㈱ 

弱電設備保守点検 ㈱シーエーブイ 

会議室表示設備保守点検 東芝ＥＩコントロールシステム㈱ 

定期清掃業務 ㈱拓研 
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定期清掃業務 ㈱テックサプライ 

定期清掃業務・フィルター洗浄 ㈱スリーエスメンテナンス 

事業系一般廃棄物処理業務 (一財)札幌市環境事業公社 

事務系産業廃棄物処理業務（発生都度） ㈱イーアンドエム 

外構緑地管理業務 ㈱集楽園 

除排雪業務 道央環境㈱ 

 

（４）札幌市及び関係機関との連絡調整   

・協議会等の開催結果 

札幌市および指定管理者で構成する「札幌コンベンションセンター運営協議会」にて、

管理業務の状況報告、管理運営水準の維持向上に向け、以下の日程にて開催した。 

開催回 開催日 協議・報告内容 

第１回 7 月 18日 
・誘致/営業 ・主な予約催事 

・修繕実施内容 

第２回 10 月 1日 
・誘致/営業 ・主な予約催事 ・修繕計画 

・修繕実施内容 

第３回 12 月 26日 
・誘致/営業・主な予約催事 

・修繕実施内容 

第４回 3 月 27日 
・誘致/営業・主な予約催事 

・修繕実施内容 

＊協議会メンバー：札幌市、㈱コンベンションリンケージ、㈱東洋実業 

・関係機関等の連絡調整の記録 

札幌市をはじめ、各関連機関との連携をさらに強化して取り組み、事業展開を行った。 

 

（５）財務処理状況 

・資金管理の点検記録 

資金管理については、指定管理業務、自主事業ごとに区分経理を実施するとともに

共同事業体の代表団体による会計監査を実施した。また、現金の取扱については、

取扱規定に基づき適正に管理を行った。 

 

（６）苦情対応状況 

・苦情への対応状況報告 

意見の収集方法としては、施設内にアンケートボックスを設置し、要望・苦情に対

応した。またホームページ上に「お客様の声」ボタンを設置し、意見を寄せられた

方へは迅速に対応し、適切な処理を行った。  
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（７）モニタリング・報告・評価    

・セルフモニタリングの実施結果 

利用者に提供されるサービスが、要求水準を達成していることを評価・確認するた

めにセルフモニタリングを実施し、サービスや清掃等のクオリティアップに努めた。

また自主事業においても毎度アンケートを実施し、市民の声を次の企画に参考とす

るようにした。 

 

・利用者アンケートの実施結果 

センターの利用者、来場者に対して、簡潔なアンケートを実施し、サービス向上の

ための客観的な指針のひとつとした。 

５段階の回答を数値換算した平均点は、各項目で目標値 80点を上回ることができた。 

① センターの総合的な印象について   90.3点 

② スタッフの対応について         91.1点 

③ サービスの提供について          90.7点 

④ センターの清掃状態について         91.2点 

     （回答件数 216 件）  

≪意見・感想等≫ 

・初めての利用で不安なところがありましたが、親身に相談に乗っていただきありがとう

ございました。 

・センター職員の皆さまがそれぞれの場面で、親切丁寧にご対応いただいており、大変感

謝しております。 

・施設も素晴らしいしスタッフも親切で頼りになりました。また機会がありましたら是非

ご利用させて頂きたいと考えています。 
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３ 施設・設備等の維持管理に関する業務の実施内容 

 

（1）維持管理業務 
各業務は適切に行い、実施記録は台帳にて管理した。 

① 清掃業務の実施報告  

≪清掃主任の選任及び教育≫ 

業務を総括する清掃主任、日常及び定期清掃の担当者をそれぞれ選任した。清掃員へ

の教育は、計画的なカリキュラムに基づき実施した。 

≪実施状況≫ 

ア 日常清掃 

・休館日を除く毎日実施。 

イ 定期清掃（床洗浄・ビニル床ワックス塗布・カーペット洗浄） 

・年 1～4回実施 

ウ 特別清掃（ガラス・照明器具他清掃） 

・年 1～4回実施 

  

② 警備業務の実施報告 

≪実施体制≫ 

24時間 常駐 

 

≪実施業務≫ 

ア 外周巡回業務（駐車場含む） 

イ 内周巡回業務 

ウ 受付業務（出入管理） 

エ 機械警備業務（ローカルシステム） 

オ 駐車場管理業務 

 

③ 建築設備運転及び点検保守業務 

≪実施体制≫ 

ア 夏期間（6月～11月） 

・早番／遅番 

イ 冬期間（12月～4月） 

・早番／遅番／夜勤 

  ※配置時間は施設の利用状況により、フレキシブルに対応した。 

 

≪資格者の選任及び配置≫ 

ア 電気主任技術者を選任し、本施設に常駐。 

イ 建築物環境衛生管理技術者を選任。（非常駐）   
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≪実施業務≫ 

ア 設備運転保守（電気・空調他） 

イ 定期保守点検 

ウ 環境衛生業務 

エ その他  

 

④ 破損、故障等の概略 

ア 営繕実施済み備品等 

・大ホール椅子（ジョイント部）、大ホール机（キャスター等）、会議棟机（脚

部）等、移動ステージ（固定用ロックピン等）等 

イ 営繕実施予定の故障備品 

・サインスタンド、大ホール椅子、大ホール机、会議棟机、展示パネル等 

         

⑤ 修繕業務実施記録 

計画修繕および緊急修繕を行った際には、台帳に記録し管理した。 

ファシリティマネジメントの観点から予防保全実施項目を札幌市と協議、施設の経

年劣化を最小化、施設の長寿命化を図った。 

本年度は、大ホール可動席修繕、電力量計交換、電光掲示板映像表示システム更新

などを実施した。 

 

⑥ 備品、点検の記録 

貸出備品等の状況を把握するため、6月及び 12月の 2回総点検を実施し、備品台帳

に記録した。 

 

⑦ 駐車場管理月報 

年間通しておおむね例年通りの駐車場利用実績があった。またこれらの利用実績は

台帳にて管理を行った。 
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(2) 防災業務 

 ・防災業務の実施結果報告 

 消防法の規定に基づき、消防用設備等の点検を実施した。 

 不具合箇所については改善工事を速やかに実施した。 

 

・防災訓練及び職員への研修結果 

 年 2回、火災等を想定した自衛消防訓練を行い、職員の防災意識を高めた。 

 

・基幹避難所の役割強化 

✧ 避難所開設時の備蓄品保管場所や手順の改善を行った。 

✧ 札幌市からの備蓄品に加えて、ミネラルウォーター等、センターの備蓄品も

より充実させた。 

✧ 災害時対応の自動販売機を引き続き設置した。 

✧ 継続的に非常時の対応強化に取り組み、マニュアル整備を継続した。 
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４ 事業の計画及び実施に関する業務の実施内容 

 

（１） コンベンション誘致・営業に関する業務実施報告    
 

・ 誘致営業活動は、札幌市、札幌国際プラザ・札幌コンベンションビューロー等各関

係機関と協力した。 

・ 国際会議営業については、ビッドペーパー作成のサポートを行い、積極的な誘致活

動をした。 

・ 政府系国際会議についても、国内開催情報の収集を積極的に行った。 

・ 代表団体東京本社内にある東京オフィスや会議運営部門によるピンポイント営業お

よびフォローアップを行い、誘致件数を伸ばした。 

 

（２）主催者等へのサービス提供業務実施報告   

 

・ 館内情報コーナーの内容を充実させるため、情報収集に努めた。また市内他施設の

情報も充実させた。 

・ 札幌観光協会等と連携し、観光情報コーナーに案内冊子を配架するなどして、積極

的に情報提供づくりを行った。 

・ 主催者の利便性を高くするため、ワンストップサービスの提供を行なった。 

（各種手配業務のサポート、運営スタッフの手配等） 

・ 引き続き、社会貢献活動につながる自販機の設置を行った。 

・ 敷地内禁煙の周知を積極的に行い、路上喫煙防止等への対処も行った。 
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５ 施設の利用等に関する業務 

 

（１） 貸館業務実施報告 

・各室の貸出については、条例や条例施行規則、事務取扱要領に基づき、平等利用を確

保しながら柔軟に貸館業務を行った。 

・設立当初から継続利用いただいているリピーターの対応も滞りなく進めた。 

・仮予約物件の整理を日常的に行い、利用成立率 UPを行った。 

 

（２） 利用促進実施報告 

・また催事内容を見て特別会議場での開催が適する場合は、特別会議場を利用いただ

けるよう努めた。 

・施設の経年劣化の対策として、予防保全を行った。また貸出備品の営繕、備品の新

調等協議をしながら行い、利用者の不便を軽減させることが出来た。 

 

６ 札幌市内の企業等の活用   

＜市内企業の活用状況報告＞ 

・委託業務、印刷制作物、施工等、主に市内の企業と取引し発注を行った。 

・市内のマスコミ企業や文化施設とのネットワークを強固に事業展開した。 
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自主事業実施報告 

 

１．自主開催（共催、後援、協力含む） 

 日程 名称 参加人数 形態 

1 2024年 8月 10日（土）

～18 日（日） 
プラレール博 in SAPPORO 

20,000 名 主催 

2 2024 年 9 月 1 日（日） 白石区ふるさとまつり 16,000 名 共催 

3 
2024年12月14日（土）

～15 日（日） 
ジュニア・プログラミング・ワールド 2024 

2,500 名 共催 

 

２．飲食物販 

（１）レストラン事業 

札幌グランドホテルを委託先として事業を実施した。 

（２）自動販売機事業  

災害時対応型、省エネ対応型、社会貢献型（ピンクリボン、白石区ふるさと会寄付）

の設置を行った。 

 

３．手数料収入 

弁当発注、ケータリングサービス等を行った。利用者にとって使いやすい環境を提

供するために、今後も積極的にご案内する。 


